写真計測による唇裂患者の下口唇動態の分析 ―口輪筋機能の評価について ― by 山野辺 裕二
12 号外第112号) 長崎大 学学報 平成 3年 7月19日
山野辺裕二(長崎県)昭和37年 1月14日生





















































































同年 6月より 1987年 1月まで長崎大学医学部附属病院，
1987年 2月より 3月まで国立長崎中央病院に研修医と
して勤務した。 1987年 4月より長崎大学大学院医学研
究科学生(形成外科学専攻)となった。
この間，頭蓋顎顔面外科を専攻分野のーっとして，
特に顔面軟部組織形態の計測・分析について研究を重
ねてきた。
今回の学位主論文は， I写真計測による唇裂患者の下
口唇動態の分析一口輪筋機能の評価について」である。
唇裂の手術に際して口輪筋の再建が行われるが，その
口輪筋機能の客観的評価法は少なし複雑で侵襲が大
きいという欠点、があった。申請者は写真計測を用いた
下口唇の動態分析法を開発し，唇裂患者と正常者の動
態を比較することで，下口唇動態と口輪筋機能の関係
を明らかにした。
分析は唇裂患者45名，正常者39名について口唇の安
静時と口をすぽめた状態での写真を顔面規格写真装置
を用いて撮影し，下口唇に設定した計測点の移動特性
と①唇裂の有無，②唇裂の裂型，③手術時の口輪筋再
建状況との相関を検討した。
分析の結果，正常者では口をすぽめた際に下口唇中
央の計測点が下方(尾側)に移動するのに対し，唇裂
患者には下口唇中央が上方(頭側)に移動する例がみ
られた。この上方移動は両側唇裂において著しいが，
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両側唇裂で反転唇弁を受けた例ではより正常に近い結
果を示した。片側唇裂での上方移動は軽度であった。
しかし裂型別の結果はばらつきが大きし有意の差は
存在しなかった。口輪筋再建状況との関係では，唇裂
患者で手術的に口輪筋が再建された例はほとんど正常
者と同様の結果を示したのに対し，口輪筋が再建され
ていない例では著しい上方移動を示すなど，高い相闘
がみられた。
考察部分では，口をすぽめた際の下口唇の移動は，
上下口唇の口輪筋の相互作用を反映していると考えら
れ，上口唇の口輪筋が再建されていなければ，下口唇
の上方移動が起こると説明している。本法での計測結
果に影響する他の因子としては，上下口唇の軟部組織
の量的関係，手術痕痕による上口唇の拘縮，上下顎の
骨組織の位置関係などが考えられるが，いずれも計測
結果との関連は存在しないという。また反転唇弁手術
により上口唇の口輪筋が再建されることにより移動特
性が正常化することなどから，計測結果は口輪筋の作
用を反映すると述べている。
提出された論文は，上述の主論文の他に副論文10編
であった。長崎大学医学部大学院研究科委員会は，定
例委員会においてこれを受理し，主査 1名，副査 2名
の審査担当者を選定した。審査担当者は論文を慎重審
査の結果， 1990年 3月6日の定例大学院研究科委員会
に報告した。
主論文は，唇裂術後の口輪筋機能の評価を簡便かっ
非侵襲的に行うことを可能にしたのみならず，表情な
どの顔面の動的な計測にも写真計測が応用できること
を示した。これらは顔面計測学の分野に多くの示唆を
与える臨床的研究であり，大学院医学研究科委員会は
審査の結果，学位に値するものと判定した。
審査担当者 主査教授藤井 徹
副査教授内藤芳篤
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